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論文題目 
Mitochondrial dysfunction caused by saturated fatty acid loading induces myocardial 









ついて検討した。分化誘導された H9c2 培養心筋芽細胞にパルミチン酸を 24 時間負荷して、生体
外心筋インスリン抵抗性モデルを確立した。そのモデルを用いて、insulin receptor substrate-1
（IRS1）のリン酸化および glucose transporter type 4（GLUT4）の膜への移行を検討した。carnitine 
palmitoyltransferase-1（CPT-1）の阻害薬である perhexiline はパルミチン酸による IRS1 のリン酸化の
低下を増加させ、GULT4 を膜へ移行させて、[3H]-2-deoxy-D-glucose（2-DG）の取り込みを改善し
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